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特
集
◦
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
看
連
携
・
薬
薬
連
携

あ
る
心
不
全
は
、超
高
齢
化
に
よ
り
２
０
３
５

年
ま
で
増
え
続
け
る
こ
と
が
推
定
さ
れ「
心
不

全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
内
で
も
心
不
全
患
者
の
割
合
が
多

い
の
が
現
状
で
、仙
台
市
内
で
も
高
齢
者
人
口

の
割
合
が
高
い
泉
区
は
、心
不
全
患
者
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
の
専
門
病
院
と
し
て
泉
区
に

立
地
す
る
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、年

間
約
３
０
０
人
の
心
不
全
患
者
が
入
院
加
療

を
必
要
と
し
て
お
り
、包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
に

向
け
た
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、心
不
全
が
急
増
？

　

心
不
全
の
患
者
数
が
急
激
に
増
え
て
い
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
心
不
全
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て

心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
、全
身
の
筋

肉
や
臓
器
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。日
本
循
環

器
学
会
に
よ
れ
ば「
心
臓
が
悪
い
た
め
に
、息

切
れ
や
む
く
み
が
起
こ
り
、だ
ん
だ
ん
悪
く
な

り
、生
命
を
縮
め
る
病
気
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
患
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
に

全
国
に
心
不
全
患
者
は
約
１
２
０
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

地
域
の
健
康
増
進
を
支
え
る
医
療
現
場
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
職
種
の
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

心
不
全
患
者
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

看
看
連
携
と
薬
薬
連
携
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

心
不
全
ケ
ア
を
支
え
る

地
域
医
療
の

今
と
こ
れ
か
ら

心
不
全
の
進
行
を
抑
え

再
入
院
を
防
ぐ
た
め
に

　　
心
不
全
は
、呼
吸
困
難
な
ど
を
発
症
し
て
主

に
急
性
期
病
院
に
入
院
し
、適
切
な
治
療
に

よ
っ
て
改
善
す
る
と
、退
院
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。し
か
し
、心
不
全
は
完
治
す
る
病
気
で

は
な
く
、ゆ
っ
く
り
進
行
し
、入
退
院
を
繰
り

返
す
う
ち
に
末
期
に
至
り
ま
す
。再
入
院
率
が

20
～
30
％
と
高
い
の
も
特
徴
で
、心
不
全
の
進

行
や
再
入
院
を
防
ぐ
た
め
に
は
、運
動
や
食
事

な
ど
日
常
生
活
の
自
己
管
理
と
医
療
や
介
護

の
現
場
に
お
け
る
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

検査センター内の様子

［主な死因別にみた死亡率（人口 10 万対）の年次推移］
（出典：厚生労働省「令和５年 人口動態統計月報年計の概況」より）

看看連携・薬薬連携

(注) 1. 常用労働者10人以上を雇用する民営事業所で雇用されている常用労働者及び受け入れた派遣労働者を対象。　
　　2. 主なもの3つ以内の複数回答。　 　

そ
の
た
め
、病
院
に
限
ら
ず
、在
宅
、介
護

施
設
な
ど
、地
域
に
お
い
て
チ
ー
ム
医
療
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
、心
不
全
の
増
悪
や
再
入

院
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
心
不
全
療
養
指
導
士
」

認
定
制
度

　

心
不
全
患
者
を
病
院
か
ら
在
宅
、地
域
医

療
ま
で
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指

し
、日
本
循
環
器
学
会
が
２
０
２
１
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が「
心
不
全
療
養
指
導
士
」認

定
制
度
で
す
。仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
は

２
０
２
５
年
６
月
時
点
で
、心
不
全
療
養
指
導

士
が
20
人（
う
ち
看
護
師
は
７
人
、薬
剤
師
は

11
人
）が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
支
え
る

看
看
連
携
・薬
薬
連
携

　

病
院
内
に
限
ら
ず
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
活
躍
し
て
い
る
看
護
職
同
士
が
つ
な
が
り

連
携
す
る「
看
看
連
携
」、そ
し
て
、病
院
薬
剤

師
と
薬
局
薬
剤
師
が
連
携
す
る「
薬
薬
連
携
」

に
よ
る
、心
不
全
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
取
り
組
み
が
進
む

「
看
看
連
携
」と「
薬
薬
連
携
」に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

図 1［心不全ステージの治療目標と病の軌跡］
（「2025 年改訂版心不全診療ガイドライン」（日本循環器学会／日本心不全学会合同ガイドライン）P20 図 2 より）

図 2［心不全のステージ分類］
（「2025 年改訂版心不全診療ガイドライン」（日本循環器学会／日本心不全学会合同ガイドライン）P20 図 3 より）

図 3［心疾患による死亡内訳割合 （宮城県・全国）］
（第 2 期宮城県循環器病対策推進計画（概要版）P27より）
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■慢性リウマチ性心疾患　■急性心筋梗塞　■その他の虚血性心疾患　■慢性非リウマチ性内膜疾患
■心筋症　■不整脈および伝導障害　■心不全　■その他の心疾患

心不全

心筋梗塞などの
虚血性心疾患

12.1 18.1 33.725.7 8.2 6.89.7 48.421.8

11.4 7.313.2 48.314.817.3 22.0 35.115.8

ステージA 
心不全
リスク

ステージB
前心不全

ステージC 
症候性
心不全

ステージD
治療抵抗性
心不全

心不全の危険因子があるが、現在にも過去にも心不全の症状や徴候がなく、
構造的/機能的な心疾患およびバイオマーカーの異常がない

現在または過去に
構造的/機能的心疾
患による心不全の
症状や徴候がある

現在も過去にも心不全の症状や徴候がないが、下記の1つを有する

心不全の既往がなく、
新規に診断された心不全

有効性が確立してい
るすべての治療がな
された、ないしは考慮
されたにも関わらず
重度の心不全症状を
有する

●高血圧　●動脈硬化性疾患　●糖尿病　●慢性腎臓病　●肥満
●心筋症の遺伝子変異　●心筋症の家族歴　●心毒性物質への曝露　など

構造的/機能的心疾患 危険因子があり、他の原因のない
●ナトリウム利尿ペプチドの上昇　または
●心筋トロポニンの持続的上昇

安静時および負荷時の 
心内圧上昇の所見

新規発症 
心不全

症状/徴候/運動耐容能の制限が
持続する心不全

症状/徴候の改善した心不全
左室機能障害が持
続し、過去に症状
のあったステージ
C心不全

過去の構造的/機
能的心疾患が改善
し寛解した心不全

心不全症状 
の持続

症状/徴候/運動耐容能の悪化を
認める心不全

心不全増悪
(WHF)

心不全症状
の改善

ステージA 
心不全リスク

ステージB
前心不全

ステージC 
症候性心不全

病状経過

（突然死）

治療目標

ステージ
分類

心不全の進展
イベント

運
動
耐
容
能
/Q
O
L

心不全発症後心不全発症前（無症状期）

ステージD
治療抵抗性心不全

●高血圧
●動脈硬化性疾患
●糖尿病
●慢性腎臓病
●肥満
●心筋症の遺伝子変異/家族歴
●心毒性物質への曝露　など

構造的/機能的心疾患の進展予防

構造的/機能的心疾患の発症 心不全の難治化心不全症状の出現

死亡回避・入院/再入院予防・QOL改善、ACP・緩和ケア

危険因子のコントロール・心リハを含む包括的疾病管理

●構造的/機能的心疾患
●心内圧上昇の所見
●ナトリウム利尿ペプチド/　
　トロポニンの上昇

治療により改善した軌跡

①心不全発症・
　突然死を予防する

②心不全増悪・
　突然死を予防する ③ステージDへの

　移行を遅らせる➡➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡【男性】心疾患死亡内訳（令和３年） 【女性】心疾患死亡内訳（令和３年）
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特
集
◦
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
看
連
携
・
薬
薬
連
携
／
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
の
看
護
師
同
士
が
つ
な
が
る

泉
黒
川
心
不
全
看
看
連
携
の
会
―
Ｉ
Ｔ
О
―

会
―
Ｉ
Ｔ
О
―

医
療
と
介
護
の
現
場
に
お
け
る

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
に
向
け
て

　

多
く
の
機
関
で
活
躍
す
る
看
護
職
は
、
医

療
・
生
活
支
援
を
含
む
幅
広
い
専
門
性
を
持

ち
、
地
域
医
療
連
携
の
中
心
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
護
職
同
士
が
つ
な

が
る「
看
看
連
携
」
に
よ
り
、
看
護
の
質
の
向

上
、
他
職
種
を
含
め
た
連
携
の
促
進
が
図
ら

れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
全
体
の
心
不
全

ケ
ア
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

当
院
に
お
け
る
看
看
連
携
の
動
き
は
、

２
０
２
３
年
に
泉
区
・
富
谷
市
・
黒
川
地
域
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て「
泉

黒
川
心
不
全
看
看
連
携
の
会
―
Ｉ
Ｔ
О
―
」
を

発
足
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

目
的
は
、
地
域
社
会
全
体
で
心
不
全
患
者
を

看み

る
こ
と
、
再
入
院
を
予
防
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
に
お
け
る
調
整
役
を
担
う
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
現
在
、
Ｉ
Ｔ
О
を
構
成
す
る
の
は
、
病
院
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
看
護
師
20
人
で
す
。
そ
の
う
ち
７
人
が

心
不
全
療
養
指
導
士
で
も
あ
る
当
院
の
看
護

師
と
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
定
期
的
な

意
見
交
換（
月
１
回
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
チ
ャ
ッ

ト
ツ
ー
ル
に
よ
る
情
報
交
換
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催（
年
３
、４
回
）が
主
軸
で
す
。

　
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
難
し
い
の
が
、

自
己
管
理
の
支
援
で
す
。
病
院
看
護
師
だ
け
で

な
く
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

患
者
の
ご
家
族
な
ど
が
連
携
し
、
早
期
に
心

不
全
症
状
の
悪
化
に
気
付
き
、
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

急
性
期
、
在
宅
、
慢
性
期
等

現
場
に
よ
っ
て
異
な
る
看
護

　
心
不
全
患
者
を
支
え
る
地
域
の
医
療
・
介
護

の
現
場
は
、
急
性
期
病
院
、
在
宅
・
介
護
施

設
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
回
復
期
病
院
、
慢
性
期
病

院
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
現

場
の
看
護
師
が
心
不
全
患
者
を
支
援
し
て
い
ま

す
が
、
患
者
の
実
状
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
の
は

Ｉ
Ｔ
О
で
の
意
見
交
換
で
し
た
。

　
例
え
ば
、
食
事
の
面
で
は
、
病
院
で
は

３
食
が
基
本
で
そ
れ
に
合
わ
せ
て
薬
は
飲

む
の
が
当
た
り
前
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

患
者
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
退
院
後
は
朝

昼
兼
用
の
２
食
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
朝
の
薬
を
飲
ま
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
く
日
は
利
尿
剤
を
控
え
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
入
院
時
と
在
宅
時
の
生
活
の
違
い
、
急

発行：一般社団法人健康医療クロス
　　　イノベーションラボ

性
期
病
院
と
慢
性
期
病
院
の
認
識
の
違
い
に

も
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
О
で
意
見
交

換
を
繰
り
返
す
う
ち
に
お
互
い
に
必
要
と
す

る
情
報
が
分
か
り
、
患
者
の
病
歴
や
治
療
内

容
な
ど
を
サ
マ
リ
ー
へ
記
録
す
る
際
に
非
常

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

情
報
共
有
か
ら
見
え
て
く
る

再
発
要
因
と
対
策

　

Ｉ
Ｔ
О
の
活
動
が
始
ま
る
ま
で
は
、
病
院

看
護
師
の
視
点
で
は「
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
再
入

院
を
繰
り
返
す
の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。
訪
問
看
護
師
か
ら
患
者
の
実
際

の
状
況
を
聞
く
と
、
薬
を
服
用
し
な
い
背
景

看看連携・薬薬連携

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
の
生
活
に
合

わ
せ
た
改
善
策
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
の
現
場
な
ど
で
心
不
全
に
つ

い
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、「
心
不
全
と

体
重
測
定
の
関
係
性
」
と
い
う
知
識
が
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
心
不
全

の
場
合
、
見
た
目
が
変
わ
ら
な
く
て
も
身
体

に
水
が
た
ま
る
こ
と
で
１
週
間
に
体
重
が
５

キ
ロ
増
え
る
と
い
っ
た
症
状
が
表
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
症
状
の
知
識
が
浸
透
す
る
こ
と
で
、

介
護
の
現
場
か
ら
も「
見
た
目
は
変
わ
ら
な
い

け
ど
体
重
が
最
近
増
え
て
き
た
」
と
い
う
相
談

が
病
院
看
護
師
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

自
己
管
理
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

再
入
院
の
発
生
率
が
減
少

　

心
不
全
の
増
悪
に
早
く
気
付
け
る
よ
う
Ｉ

Ｔ
О
で
は
自
己
管
理
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ハ
ー
ト
ノ
ー
ト
」
と「
心
不
全
ポ
イ
ン
ト
自
己

管
理
用
紙
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
患
者
自

身
に
よ
る
管
理
が
難
し
い
場
合
は
、
ご
家
族

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
記
録
を
お
願
い
し
、

外
来
受
診
の
際
に
は
そ
の
内
容
を
当
院
の
心

不
全
療
養
指
導
士
が
確
認
し
ま
す
。
医
師
か

ら
も
患
者
へ
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
る
な
ど
、

自
己
管
理
が
継
続
す
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
患
者
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
に
向

け
て
、
転
院
や
退
院
す
る
際
に
提
出
す
る
サ

マ
リ
ー
と
は
別
に
、
心
不
全
に
特
化
し
た「
心

不
全
情
報
連
携
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
昨
年
か

ら
試
行
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
患
者
に
関
わ
っ

て
い
る
医
師
、
理
学
療
法
士
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
、
多
職
種
の
全
員

が
記
入
し
、
患
者
の
反
応
も
記
入
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
か
ら
、

再
入
院
の
間
隔
が
確
実
に
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。
１
カ
月
ご
と
に
入
院
し
て
い
た
患
者
が
、

半
年
間
、
あ
る
い
は
１
年
間
入
院
し
て
い
な

い
と
い
う
状
況
か
ら
も
、
看
看
連
携
の
効
果

を
感
じ
て
い
ま
す
。

心
不
全
の
早
期
発
見
に
生
か
す

情
報
の
発
信
や
共
有
が
目
標

　

病
院
看
護
師
は
ス
テ
ー
ジ
Ｂ
以
降
か
ら
関

わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
心
不
全
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る
ス
テ
ー
ジ
Ａ
の
段
階
か

ら
予
防
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
こ
の
症
状
は
、
も
し
か
し
て
心
不
全

か
も
し
れ
な
い
」
と
気
付
く
医
療
職
者
が
増
え

れ
ば
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、

患
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
心
不
全
を
看み

る
視
点
や
関
わ
り

方
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
地
域
全
体
で
心

不
全
患
者
を
看み

る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

性欲

図 4［ITO の由来］

PROFILE
看護師歴23年、心不全の入院患者に多く関わってきた経験を生かし、「ITO」のリーダー的存在。
宮城県内の医療職で構成する「みやぎ心不全療養指導士会」の一員でもある。ITOの意見交換
などを参考に心不全患者を支える体制づくりに取り組む。

看看連携とは

地域において、さまざまな場で活躍す
る看護職同士がつながり連携すること。
その定義は「病院看護管理者のための
看看連携体制の構築に向けた手引き―
地域包括ケアを実現するために―」に
よれば「地域の看護職同士が、対象者
の生活を支えるために、同じ目標をもっ
て、信頼しあい、対等の立場で協働す
ること」とされています。

糸の「I」は泉、「T」は富谷、大和、「O」は大郷、大衡を示し、
糸はつながる、切れ目ないというイメージから「いと」と
いう名称にしました。

図6 ［ハートノート第3版］

　

看
看
連
携
に
引
き
続
き
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら

は「
薬
薬
連
携
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

金　ひとみ

一般財団法人　宮城県成人病予防協会

附属　仙台循環器病センター　

看護部　主任
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特
集
◦
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
看
連
携
・
薬
薬
連
携
／
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

院
内
外
の
薬
剤
師
同
士
が
つ
な
が
る

院
内
外
の
薬
剤
師
同
士
が
つ
な
が
る

Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｔ（
泉
薬
剤
師
チ
ー
ム
）薬
薬
連
携
の
会

ム
）薬
薬
連
携
の
会

病
院
と
薬
局
の
薬
剤
師
が
連
携

心
不
全
の
再
入
院
を
抑
制
へ

　
当
院
の
医
療
圏
で
あ
る
泉
区
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
病
院
薬
剤
師
と
薬
局
薬
剤
師
が
連
携
す
る

「
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｔ
」（
Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ　
Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ

ｃ
ｉ
ｓ
ｔ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
／
泉
薬
剤
師
チ
ー
ム
）

が
発
足
し
た
の
は
２
０
２
２
年
で
す
。
院
内
外

の
薬
剤
師
10
人
が
役
員
を
務
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
登
録
者
は
４
０
０
人
を
数
え
ま
す
。　

　

当
院
で
は
、
地
域
の
病
院
と
診
療
所（
か
か

り
つ
け
医
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た

「
病
診
連
携
」が
進
ん
で
お
り
、
相
互
の
信
頼
関

係
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
土
台

と
す
る
薬
薬
連
携
に
よ
っ
て
、
心
不
全
増
悪
の

予
防
と
早
期
発
見
、
再
入
院
の
抑
制
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

薬
不
足
に
対
応
す
る
情
報
共
有

そ
の
必
要
性
か
ら
発
足

　

薬
薬
連
携
に
向
け
て
動
き
始
め
た
の
は
、

２
０
２
０
年
か
ら
深
刻
化
し
た
薬
不
足
が
影
響

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
当
院
で
採
用
し
た
薬

剤
を
処
方
し
て
も
、
薬
局
で
提
供
さ
れ
る
薬
剤

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
同

一
の
薬
が
病
院
に
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
薬
局

に
な
い
場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
患
者
へ
の
薬
剤
提
供
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
面
識
の
な
か
っ
た
院
外
の
病
院

薬
剤
師
や
薬
局
薬
剤
師
を
訪
ね
て
連
携
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
賛
同
し
た
人
た
ち
が
Ｉ
Ｐ

Ａ
Ｔ
の
中
核
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ

ミ
ナ
ー
や
対
面
セ
ミ
ナ
ー
、
そ
の
二
つ
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

こ
れ
ま
で
20
回
以
上
開
催
し
て
い
ま
す
。

服
薬
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
加
え

「
心
不
全
ポ
イ
ン
ト
」の
推
奨

　
病
院
薬
剤
師
は
心
不
全
患
者
の
入
院
期
間
を

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
が
、
急
性
心
不
全
の
入
院
期

間
は
長
く
て
も
１
、２
週
間
で
す
。
退
院
後
の

長
期
に
わ
た
る
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
薬

局
薬
剤
師
が
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
活
習
慣
や
服
薬
ア
ド
ヒ
ア
ラ

ン
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
、
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｔ
で
は
心
不
全
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

年
５
回
ほ
ど
開
催
し
情
報
発
信
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て「
心
不
全
ポ
イ
ン
ト
自

己
管
理
用
紙
」
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
体
重
の

急
激
な
増
加
や
自
覚
症
状
の
有
無
を
点
数
化

し
、
一
定
以
上
に
な
っ
た
ら
医
療
機
関
の
受

診
を
促
す
仕
組
み
で
す
。

看看連携・薬薬連携
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ま
た
、
心
不
全
患
者
が
退
院
す
る
際
に
薬

薬
連
携
を
希
望
し
た
場
合
は
、
病
院
薬
剤
師

か
ら
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
に「
退
院
時
薬
剤
情

報
提
供
文
書
」
を
提
出
す
る
取
り
組
み
も
開
始

し
て
い
ま
す
。
そ
の
提
供
文
書
に
は「
返
書
」

用
紙
も
添
え
、
薬
局
薬
剤
師
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
促
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
む
際

に
は
、
事
前
に
病
院
薬
剤
師
か
ら
薬
局
薬
剤

師
に
意
図
を
説
明
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

お
願
い
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
返
信
率
は

約
４
割
で
す
。
一
般
的
に
返
信
率
３
割
と
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
や
や
良
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

心
不
全
患
者
の
増
悪
に
気
付
き

受
診
勧
奨
へ
早
期
介
入

　

薬
薬
連
携
が
心
不
全
患
者
に
と
っ
て
有
益

と
な
っ
た
例
と
し
て
、
薬
局
薬
剤
師
が
患
者

の
急
性
増
悪
の
可
能
性
に
気
付
き
早
期
介
入

で
き
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

泉
区
エ
リ
ア
の
病
院
や
薬
局
で
は
心
不
全

ポ
イ
ン
ト
が
５
点
で
あ
れ
ば
、
薬
局
薬
剤
師

か
ら
受
診
を
促
し
、
病
院
も
す
ぐ
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
患

者
が
記
録
し
て
い
た
心
不
全
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
た
薬
局
薬
剤
師
が
、
急
性
増
悪
の
可
能

性
に
気
付
き
受
診
勧
奨
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

薬
局
に
と
っ
て
受
診
勧
奨
は
、
な
か
な
か

踏
み
込
み
づ
ら
い
も
の
で
す
。
患
者
に
受
診

を
勧
め
て
も
、
医
師
の
判
断
と
ず
れ
が
あ
れ

ば
病
院
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ

る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
心
不
全
ポ
イ
ン
ト

に
よ
っ
て
受
診
勧
奨
の
目
安
が
明
確
に
な
れ

ば
、
早
期
介
入
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
成
功
事
例
の
場
合
も
、
薬
局
薬
剤
師
か

ら
病
院
薬
剤
師
へ
、
医
師
へ
と
連
絡
が
な
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
受
診
に
つ

な
が
り
、
患
者
の
大
き
な
安
心
感
と
、
薬
局

薬
剤
師
へ
の
厚
い
信
頼
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

薬
薬
連
携
が
う
ま
く
機
能
し
た
事
例
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
薬
局
薬
剤
師
が
よ
り
臨
床
的

な
役
割
を
担
え
る
の
は
、
患
者
や
地
域
に
と
っ

て
も
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

心
不
全
セ
ミ
ナ
ー
で
理
解
促
進

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
関
係
に

　

今
後
の
薬
薬
連
携
に
お
い
て
は
、
い
つ
で

も
患
者
の
症
状
に
つ
い
て
報
告
・
連
絡
・
相

談
が
で
き
る
関
係
づ
く
り
が
理
想
で
す
。
心

不
全
ポ
イ
ン
ト
も
さ
ら
に
活
用
率
を
高
め
、

薬
局
薬
剤
師
の
方
か
ら
テ
レ
ホ
ン
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
適
切
な

受
診
勧
奨
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

薬
局
の
現
場
で
役
立
つ
心
不
全
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
情
報
発
信
に
も
引
き
続
き
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

病
診
連
携
を
土
台
と
し
、
薬
薬
連
携
、
そ

し
て
看
看
連
携
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
連
携

に
よ
っ
て
心
不
全
患
者
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ

ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
＊
＊
＊

　

こ
こ
ま
で
Ｉ
Ｔ
О
の
看
看
連
携
、
Ｉ
Ｐ
Ａ

Ｔ
の
薬
薬
連
携
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
О
と
Ｉ
Ｐ
Ａ

Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る「
心
不
全
療

養
指
導
士
チ
ー
ム
」
も
院
内
に
発
足
し
て
い
ま

す
。
今
後
さ
ら
な
る
連
携
に
よ
り
、
心
不
全

患
者
を
包
括
的
に
支
え
る
地
域
医
療
体
制
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

図 7［IPAT のサポート図解］

図 9［心不全ポイント
　　  自己管理用紙］ 図 8［セミナー案内状］

PROFILE
病院と薬局における情報共有の必要性を感じ、泉地区の病院や薬局を直接訪ねて連携を働
きかけ2022年に「IPAT」を発足。薬薬連携に積極的に取り組む。同会会長、宮城県病院薬剤
師会 中小病診療養委員⾧、仙台循環器病センター「心不全療養指導士チーム」の副チーム
長を兼任。

千葉　貴志

一般財団法人　宮城県成人病予防協会

附属　仙台循環器病センター　

薬剤部　部長

薬薬連携とは　
病院薬剤師と薬局薬剤師（かかりつけ
薬剤師）が連携し、患者の支援を行う
こと。入院医療だけでは完結しない、
退院後の服薬において、薬局薬剤師が
直接対応することにより、服薬アドヒア
ランス（＊注）向上にもつながります。病
院と薬局の薬剤師が共通認識を持つこ
とで、患者への継続的な医療フォロー
アップが可能になります。
※注　服薬アドヒアランス
　　　患者が治療方針を理解し、処方通りに　
　　　服薬すること。

発行：一般社団法人健康医療クロス
　　　イノベーションラボ

患者

病院
薬剤師

通院、在宅の治療中
心不全ポイントを利用したフォローアップ

入
院
中
の

心
不
全
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

退院時
薬剤情報提供文書

返書

情報提供

必要に応じたフィードバック

薬局
薬剤師

医師

56



事業所探訪 事業所探訪

当
協
会
で
受
診
し
て
い
る
健
康
診
断
の

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
段
ボ
ー
ル
の
製
造
、
販
売
、
開
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
13
拠
点
あ

る
中
で
も
仙
台
工
場
は
、
東
北
地
域
を
対
象

に
飲
料
用
や
青
果
物
用
な
ど
、
幅
広
い
用
途

の
段
ボ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
の
巡
回
健
診
は

２
０
１
４
年
か
ら
年
２
回
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
業
員
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で

１
０
０
人
が
在
籍
し
、
そ
の
半
数
が
製
造
職

で
す
。力
仕
事
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

二
交
替
制
な
の
で
深
夜
業
に
対
応
し
た
「
特

定
業
務
従
事
者
健
診
」
と
、
工
場
内
の
騒
音

対
策
を
施
し
た
上
で
「
騒
音
健
康
診
断
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
定
期
健
診
時
に
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

健
診
日
程
は
、
従
業
員
が
シ
フ
ト
に
合
わ

せ
て
受
診
で
き
る
よ
う
に
２
日
間
設
定
し
、

対
象
者
の
受
診
率
は
１
０
０
％
で
す
。

日
本
ト
ー
カ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
仙
台
工
場
様

は
従
業
員
の
健
康
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

従
業
員
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
社
的
に
「
健
康

経
営
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
や
、
コ
ア
タ
イ
ム
な

し
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、
テ
レ
ワ
ー

ク
制
度
な
ど
に
よ
り
、
時
間
外
労
働
の
抑

制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
自
ら
の
健
康
管
理
や
健
康
増
進

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
１
階
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
に
血
圧
計
を
設
置
し
、
ラ
ジ
オ
体

操
も
毎
朝
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
製
造
職
よ
り
も
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

中
心
の
内
勤
者
の
方
が
、
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
な
の
で
す
。
そ
こ
で
ロ
コ
モ
度
テ

ス
ト
を
毎
年
実
施
し
、
従
業
員
自
身
の
身

体
状
況
の
把
握
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

仙
台
工
場
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
仙
台
北
部
中
核
工
業
団
地
内
の
企

業
で
構
成
す
る
「
大
栄
会
」
の
親
善
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

練
習
し
て
試
合
に
臨
む
チ
ー
ム
が
い
る
中
、

弊
社
の
場
合
は
経
験
を
問
わ
ず
自
由
参
加

で
、
練
習
を
せ
ず
本
番
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

16
チ
ー
ム
中
、
昨
年
は
準
優
勝
し
ま
し
た
。

健
康
管
理
の
成
果
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
く
じ
運
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
日
本
ト
ー
カ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
仙
台

工
場
様
の
従
業
員
の
健
康
に
関
す
る
目
標
は
？

　

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
定
年
ま
で
勤
め
上
げ

ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て
、
退
職
後
も

長
く
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
基
礎
体
力
の

向
上
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
み
ん
な
が
心
身
と
も
に
、
健
康
で

生
き
生
き
と
働
き
、
一
人
一
人
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
、
活
力
の
あ
る
職
場
づ
く

り
が
目
標
で
す
。

PROFILE
　デスクワークが主体なので、体を
動かす習慣を心がけています。一番
良いのはお風呂上がりのストレッチ
です。まず足裏から始まり、全身を
伸ばしたり、押したり、屈伸したりを
約30分。コツは“ゆっくりゆっくり”
です。体が温まり、ぐっすり眠れま
すよ。出社時の血圧測定も日々の健
康チェックに役立てています。

仙台工場　工場長

佐藤 日吉 さん

事
業
所
探
訪

第
四
十
三
回
は
…

日
本
ト
ー
カ
ンパッ
ケ
ー
ジ
株
式
会
社 

仙
台
工
場  

様

……………… 　 ………………受診した方からこんな声が届いています !

助川 拓巳 さん

製造グループ

大島 諒佑也さん

販売グループ

　健診結果を見るたび体重が右肩上がりで、
さすがにまずいと健康を考えるきっかけになり
ました。ラグビーの経験があるので、朝晩７
キロずつのランニングを欠かさず、炭水化物
を控えた食事制限により、体重を約40キロ減
らすことができました。習慣化できたので、こ
のまま健康第一でがんばります。

　職場のみんなで交代しながら、業務の合間
に健診を受けています。医療スタッフの皆さん
が迅速に丁寧に対応してくださるので、だいた
い20分くらいで終了します。採血も手際よく痛
みを感じず、心電図もスムーズです。受診結果
はほぼＡだったので、これからも健康管理に努
めたいと思います。

手際よく丁寧に対応していただいて
業務の合間の健診もスムーズです。

教
え
ち
ゃ
い
ま
す
！
私
の「
健
康
づ
く
り
」

　

実
は
30
年
ほ
ど
前
は
検
診
結
果
も
胃
潰

瘍
、逆
流
性
食
道
炎
、糖
尿
病
予
備
軍
な
ど
、

健
康
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。	

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
以
前
の
勤
務

地
で
２
０
１
０
年
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

開
催
が
決
ま
っ
た
か
ら
で
す
。練
習
し
て
準
備

万
端
、４
時
間
３０
分
で
完
走
し
ま
し
た
。以
後

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、１０
キ
ロ
の

レ
ー
ス
な
ど
、年
間
１０
レ
ー
ス
ほ
ど
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。大
会
出
場
を

目
標
に
し
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
適
正
体
重
に
な
り
、タ
イ
ム
も
向
上
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
、楽
し
く
て
実
力
以
上
の
練
習

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。	

肉
離
れ
を
起
こ
す
よ
う

に
な
り
練
習
を
見
直
し
ま
し
た
。	

　

体
に
負
荷
を
か
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に
と
始

め
た
の
が
自
転
車
で
す
。ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
で

泉
ヶ
岳
の
坂
を
上
る
う
ち
に
、ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
３０
年
ほ
ど

前
に
購
入
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
も
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
て
乗
れ
る
よ
う
に
し
、地
元
の
大
和

町
周
辺
の
山
道
を
走
る
の
も
楽
し
み
で
す
。風

を
感
じ
て
、春
先
は
雪
解
け
水
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
き
な
が
ら
走
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
で
す

よ
。山
で
汲
ん
だ
湧
水
は
家
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
と
き
に
使
っ
て
い
ま
す
。昨
年
か
ら
は
年
１

回
の
地
元
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
挑
戦
。今
年
５
月

に
は
昨
年
よ
り
０・２
秒
早
ま
り
ま
し
た
。	

　

最
近
は
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
も
導
入
し
、平

日
帰
宅
後
に
行
う
ラ
ン
ニ
ン
グ
時
の
心
拍
数

確
認
や
睡
眠
分
析
な
ど
に
活
用
し
、健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。			




					






				






技術本部

鈴木 弘二 さん 

商 　 　 号／日本トーカンパッケージ株式会社
事 業 内 容／段ボール・紙器・紙管・フィルタ製品等の製造販売
代　表　者／代表取締役社長　浅名弘明
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本　　　社／〒141-0022　東京都品川区東五反田２丁目18-1
　　　　　　大崎フォレストビルディング16F　　
仙 台 工 場／〒981-3408　宮城県黒川郡大和町松坂平8-2　
　　　　　　TEL：022-344-4131

［HP］　https://ntp-k.co.jp/

DATAINFORMATION

楽
し
み
な
が
ら
走
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
エ
ン
ト
リ
ー
で
意
欲
的
に

練習メニューや体脂肪など
記録したノートは15年分

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
　

二
刀
流
で
負
荷
を
低
減

地元の自転車イベントで完走。
タイムを更新しました

健診で体重が毎年右肩上がり
生活習慣の見直しにつながりました。
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知
っ
て
っ
て
得
す
る
す
る
健
康
情
報

 
第
　
回

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
」

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
」のの

　
　
ウ
ソ

　
　
ウ
ソ
・・
ホホ
ンン
トト

39

　
　　　

健
康
診
断
で
、
肺
や
心
臓
な
ど

胸
部
の
異
常
を
調
べ
る「
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
」。

「
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
、

実
は
よ
く
知
ら
な
い
」と

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
? 

今
回
は
、
今
さ
ら
聞
け
な
い

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

知ってって得するする健康情報

加
か せ

瀨 聖
 ひろ

武
む

 さん(左）

阪
さかがみ

上 脩
しゅうと

斗 さん（右）

一般財団法人　宮城県成人病予防協会　

附属　仙台循環器病センター

放射線科　診療放射線技師

今回お答えしたのは

PROFILE
レントゲン、CT、MRI、カテーテル検査などを担当しています。
加瀬さん：患者様の表情や声のトーンから不安を感じ取ったら、

「緊張されていますか？大丈夫ですよ」など一言添えるように
しています。趣味は語学学習で日々新しい表現や文化に触れ
るのが楽しみ、またジムに通って健康維持を心がけています。
阪上さん：検査の際は業務的にならないよう、日常的な会話の
流れで検査を行うことを意識しています。バドミントンが趣味
で、健康維持のためにも週１ペースで体を動かすようにしてい
ます。最近は、オートミールなどの健康食品にハマっています。

静
止
画
な
の
で
動
き
は
見
え
ま
せ
ん

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
身
体
の
組
織
ご
と
に
異
な
る
＂X

線（
放
射
線
の
一
種
）
の
吸
収
差＂
の
陰
影
を
写
し
出

し
た
静
止
画
で
す
。
筋
肉
・
臓
器
の
細
か
い
動
き

は
Ｃ
T
や
M
R
I
な
ど
で
検
査
し
ま
す
。
放
射
線

を
吸
収
す
る
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
も
写
り
込

む
た
め
、
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
は
外
し
て
お
く

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

レントゲンと他の画像検査、どう使い分ける?

　
　
実
施
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

　

腹
部
を
直
接
照
射
し
な
い
限
り
、

影
響
は
非
常
に
少
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
検
査
の
必
要
性
が
高
く
、
放

射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
よ
り
も
患
者

様
が
受
け
る
利
益
が
大
き
い
場
合
に

は
、
医
師
と
の
相
談
の
上
で
実
施
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

部
位
や
目
的
に
よ
り

異
な
り
ま
す
!

　
胸
部
・
腹
部
・
骨
・
歯

科
用
な
ど
の
部
位
に
よ
っ

て
装
置
や
条
件
が
異
な

り
、
目
的
に
応
じ
た
撮
影

方
法
が
あ
り
ま
す
。
診
療

放
射
線
技
師
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
撮
影
に
適
し
た
準
備

を
行
い
ま
す
。

自
然
放
射
線
よ
り

少
な
い
量
で
す

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
1
枚
を

撮
影
す
る
際
の
被
ば
く
量

は
、
お
お
よ
そ
0
・
05
～
0
・

1
m
S
v（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
）。
私
た
ち
が
日
常
生
活
で

自
然
界
か
ら
受
け
る
放
射
線
の

被
ば
く
量（
日
本
人
が
1
年
間

に
受
け
る
自
然
放
射
線
の
量
/

平
均
で
約
2
・
1
m
S
v
）
よ

り
も
少
な
い
程
度
で
す
。

　医療現場では、症状や診たい部位に応じてレントゲン、CT、MRIといった画像検査が使い分けられます。X線を用いるレン
トゲンとCTに対し、MRIは磁場検査のため放射線被ばくはありませんが、撮影に時間を要します。レントゲンは骨や肺の確認
に優れ、迅速かつ低被ばくのため、健康診断でも活用されています。検査を選ぶ際の参考にしてみてください。 

  【レントゲン、CT、MRIの違い】　

“レントゲン検査” って、“レントゲン検査” って、
どれも全て同じ検査？どれも全て同じ検査？

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
内
臓
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
内
臓
や

筋
肉
の
動
き
も
見
え
る
？

筋
肉
の
動
き
も
見
え
る
？

妊娠中は、妊娠中は、
レントゲンをレントゲンを

撮ってはいけない？撮ってはいけない？

レントゲン撮影時、レントゲン撮影時、
放射線の身体への影響は放射線の身体への影響は

ほとんどない？ほとんどない？

レントゲン撮影後、レントゲン撮影後、
　すぐに診断がつく？　すぐに診断がつく？

判
断
に

時
間
が
か
か
る
場
合
も

　

医
師
が
画
像
を
読
影
し

て
診
断
を
行
い
ま
す
が
、

過
去
撮
影
し
た
画
像
と
の

比
較
、
Ｃ
T
や
M
R
I
な

ど
の
精
密
な
検
査
の
追
加
、

そ
の
後
の
経
過
観
察
な
ど

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

レントゲン CT MRI
仕組み 放射線(X線)を利用 放射線(X線)を利用 磁力と電波を利用
撮影時間 一瞬～数秒程度 1部位10分程度 1部位20分～ 60分程度
音 小さい 小さい 大きい
放射線被ばく ある(少量) ある(中等量) ない
得意分野 骨・肺など 内臓・血管など　 脳・脊髄・腫瘍など
用途 速く手軽にチェック 急性の出血などの確認 精密な部位の状態評価
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HEALTH TWO-BIRDSスタッフが毎号お届けする

連載コーナー［ヘルスプラス］

　　

宮城県栗原市若柳出身。薬剤師とし
て大手製薬会社勤務を経て昭和56
年に入職。健診、診療所、学術の担当
を経て現職。音楽から畑仕事まで趣
味は幅広い。漢方への興味が高じて、
薬草探しに山野を駆け巡る。日本薬用
植物友の会副会長。停電にも負けない

「独立型蓄電システム」を自宅に備え
て、太陽光発電など自然エネルギー
も研究中。「みやぎ里山応援団」代表。

検査センター長

今
こ ん の

野 勇
いさむ

薬の保存方法は
大丈夫ですか？　その3

シリーズ◎
薬剤師のつぶやき　その29

バランス感覚を鍛える運動 ご自宅でも簡単に取り入れられる

「ラクトレ」をご紹介。

特別な道具は不要！たった数分でできる

トレーニングで、健康維持と体力向上に繋がる

習慣を一緒に作っていきましょう！

1秒かけて上げ、
1秒かけて戻す。

2秒間に1往復のペースで
5 〜 10回ずつ。

ふくらはぎを鍛える運動

テーブルや壁に手を置き、
まっすぐ前に向きます。

左右5 〜 10回ずつ

★ポイント★

体が左右に傾かないように、お腹に軽く力を入れましょう。
下半身のみを動かします。

足を肩幅に広げ、
つま先を前方へ向けます。

　病院や薬局からもらった薬は自宅でどのよ
うに保管していますか？その方法を間違える
と、薬が変質することにより効果が十分に発
揮できないことがあります。私たちが日常で
特に注意することは「温度」・「湿度」・「光」です。
前回まで温度・湿度について取り上げましたの
で、今回は光について、まとめてみましょう。

股関節の外側を鍛える運動

後ろの足を元に戻し、
そのまま前へ踏み出し、
体重を前の足に乗せます。

足を入れ替えながら5 〜 10回ずつ

生活のヒトコマで
気軽に！

★ポイント★ 
　体重を乗せる足は
　膝を軽く曲げます。

ラクトレ
今回は…

◎遮光保存
薬の保存の大前提は直射日光を避けることで
す。湿気と光に弱い薬は両面アルミシートに
覆われています。多くの錠剤やカプセル剤な
どはPTPシートで包装されていますが、直射
日光のような強い光を受けると変質し、効果
が落ちてしまいます。特に「遮光保存」と指示
された薬については、室内光（蛍光灯の光な
ど）でも分解しやすいため、光を遮ることの
できる容器や光が当たらない暗所で保存する
必要があります。

◎点眼薬
点眼薬で遮光袋が付いているものは、遮光袋
に入れて保存しましょう。最近は遮光の必要の
ない点眼薬には袋の添付がなくなってきまし
た。それは環境負荷低減への取り組みとして削
減をしています。

◎一包化の薬
処方する医師の指示により一回服用分ごとに
一包化されることがあります。PTPシートなど
に入った薬よりも湿度や光の影響を受けやす
くなるため、より注意が必要になります。

片足を大きく後ろに引き、
体重を後ろの足に
乗せます。

背筋を伸ばし、両足の踵を
浮かせて足の指で立ちます。

かかとを床につけたまま、
つま先をゆっくりと持ち上げ
ます。
※後方へのバランスに注意 

ゆっくりと両足の踵を
下ろします。

ゆっくりと両足のつま先を
下ろします。

＼洗面台や台所などで／

＼ドアを開けるときに／ ＼ドアを閉めるときに／

★ポイント★ 

　前後の重心移動を意識して、
　ドアを半分程度開け閉め
　します。

＼洗面台や台所などで／

片方の足を、
真横にゆっくりと持ち上げ、
ゆっくりと元の位置に戻します。

　その他には子供の手の届かない場所に保管
することも重要です。飲んだ後の戻し忘れに
も注意しましょう。また、誤飲を防ぐため、
食品や他の薬品とは分けて保管しましょう。

　お薬の保存方法について、気になることが
あれば、薬をもらう際に薬剤師に確認するこ
とをおすすめします。大切なお薬ですので、
効果が十分に発揮できるよう、正しく保存し
ましょう。

★ポイント★ 
　支持物がある環境下で
　行いましょう。

家事や日常の動作の“ついで”時間でできる、
筋力向上やバランス強化、ふらつき予防に繋がる運動です。
ぜひ今日から試してみましょう！

立ったままできるトレーニング

仙台循環器病センター　診療技術部　リハビリテーション科
理学療法士　佐藤 広規

仙台循環器病センター・リハビリテーション科が
チームでご案内します 焦らず、

ご自身のペースで
続けてみて
ください。

宮城県仙台市出身です。これまで脳梗塞や神経難病の方へのリハビリテーション
業務に従事していました。理学療法士として心臓リハビリに関わりたいと思い、
2024年8月より入職させていただきました。 趣味はベガルタ仙台観戦です。ベガ
ルタ仙台と皆さんの健康を応援し続けます！！！

スタッフ紹介▶佐藤 広規
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仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
て

泌
尿
器
外
来
開
始
の
お
知
ら
せ 

　
中
央
診
療
所
に
て
令
和
６
年
10
月
よ
り
泌
尿
器

科
外
来
を
担
当
し
て
い
る
金
藤
博
行（
か
ね
と
う 

ひ
ろ
ゆ
き
）
医
師
が
、
令
和
７
年
7
月
よ
り
新
た

に
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
泌
尿
器

外
来
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
中
央
診
療
所
】

診
療
日
…
水
曜・木
曜
日　
13
：
00
〜
17
：
30

受
付
時
間
…
平
日　
13
：
00
〜
16
：
30  

　
　
　
　
　
※
基
本
Ｗ
Ｅ
B
予
約
制

【
仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
】

診
療
日
…
金
曜
日　
13
：
30
〜
17
：
00

受
付
時
間
…
平
日　
13
：
00
〜
15
：
00

患
者
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　　

　
泌
尿
器
科
専
門
医
と
し
て
の
40
年
以
上
の
臨
床

経
験
を
生
か
し
て
診
療
を
い
た
し
ま
す
。
排
尿
症

状
、
尿
の
異
常
な
ど
泌
尿
器
科
の
病
気
が
心
配
な

方
は
遠
慮
な
く
受
診
し
て
下
さ
い
。
健
診
で
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
方（
尿
検
査
異
常
、
腎
機
能
低
下
、

Ｐ
Ｓ
A
高
値
、
超
音
波
検
査
で
腎
、
膀
胱
の
異
常

な
ど
）
は
必
ず
泌
尿
器
科
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
前
立
腺
肥
大
症

の
治
療
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
の
で
手
術
も
含

め
た
情
報
提
供
を
い
た
し
ま
す
。

業務部　TEL. 022-375-7112
お問い合わせ

産業医業務活動のご案内
　常時50名以上の労働者が働く事業場では産業医を
選任することが義務付けられております。
　産業医は、以下のような職務を行うこととされてい
ます。

❶ 健康診断、面接指導等の実施及びその結果
に基づく労働者の健康を保持するための措
置、作業環境の維持管理、作業の管理等労
働者の健康管理に関すること。

❷ 健康教育、健康相談その他労働者の健康の
保持増進を図るための措置に関すること。

❸ 労働衛生教育に関すること。
❹ 労働者の健康障害の原因の調査及び再発防
止のための措置に関すること。

　ご契約に付きましては企業規模、実施内
容等によって異なります。
　産業医を選任ご希望の企業経営者ならび
に衛生管理担当者の方は、ご相談下さい。

中央診療所（AER健診ルーム）

仙台循環器病センター
（総合健診センター）

• 24時間予約が可能
• リアルタイムに空き状況の確認が可能
• 簡単な予約手続き
• パソコン・モバイルから予約が可能です。

インターネット申し込み
https://www.mygsji.or.jp/kenshin/　

仙台市青葉区中央１丁目3-1 AER12F

人間ドック 各種健診
乳がん・子宮がん検診 肺がん CT

WEB予約のメリット

予約はQRコード・URLから

仙台市泉区泉中央１丁目6-12

人間ドック 各種健診
乳がん・子宮がん検診 脳 MRI

かんたん・便利・確実！
人間ドック・健康診断の
予約はWEB予約で！

かんたん・便利・確実！
人間ドック・健康診断の
予約はWEB予約で！

　

さ
ざ
波
は
風
の
旋
律
花
す
す
き

平
山 

北
舟

　

日
本
の
季
節
で
は
、春
か
秋
が
人
気
を

集
め
る
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
秋

の
俳
句
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

秋
は
、暑
か
っ
た
夏
が
や
っ
と
終
わ
り
山

は
紅
葉
し
、食
べ
物
も
豊
富
に
出
回
り
耳

を
す
ま
せ
ば
虫
の
声
も
聞
こ
え
、心
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
虫
の
声
を
西
欧
人
は
単

な
る
雑
音
と
し
か
捉
え
て
い
な
い
よ
う
な

の
で
す
。蝉
や
秋
に
鳴
く
虫
な
ど
の
昆
虫

を
題
材
に
し
た
詩
歌
が
豊
富
な
日
本
に

比
べ
、西
欧
で
は
虫
を
詠
ん
だ
も
の
は
、は

る
か
に
少
な
い
で
す
。小
説
家
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・ハ
ー
ン
は
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
頃
、

松
虫
や
鈴
虫
な
ど
の
虫
の
声
を
愛
で
る
日

本
人
に
驚
い
た
こ
と
を
著
書
「
虫
の
演
奏

家
」の
中
で「
日
本
人
は
、虫
の
声
一
つ
あ

れ
ば
優
美
に
繊
細
な
空
想
を
次
々
に
呼
び

起
す
こ
と
が
出
来
る
。ま
た
大
地
の
喜
び

と
美
を
感
じ
る
こ
と
に
か
け
て
は
、西
欧

人
を
大
い
に
し
の
ぐ
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
脳
に
は
、右
脳
と
左
脳
が
あ

り
、右
脳
は
非
言
語
的
で
音
楽
や
絵
画
な

ど
の
感
覚
を
、左
脳
は
言
語
的
で
論
理
的

な
思
考
の
働
き
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。調
べ
て
み
る
と
日
本
人
は
言
語
や
虫

の
音
を
左
脳
で
処
理
し
、西
欧
人
は
音
楽

や
人
の
声
、虫
の
音
な
ど
を
右
脳
で
扱
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
人
は
虫
の

音
を
い
わ
ば
擬
人
化
し
て
声
と
し
て
聞
い

て
い
る
よ
う
で
す
。虫
の
音
を
美
し
い
声

と
し
て
感
じ
る
日
本
人
と
他
の
雑
多
な
音

と
一
緒
に
処
理
し
て
し
ま
う
西
欧
人
と
は

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。西
欧
人
の
虫

に
つ
い
て
の
文
学
作
品
の
少
な
さ
は
、こ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。最
後
に
、秋
の
俳
句
で
虫
の
俳
句
で
は

な
い
け
れ
ど
、私
の
好
き
な
句
と
私
の
句

を
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

季
節
の
俳
句（
秋
）

医
師
　
平
山
　
隆

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

【
俳
号
　
平
山
　
北
舟
】

を
り
と
り
て
は
ら
り
と
お
も
き

す
す
き
か
な	

        

飯
田 

蛇
笏

　
「
緩
和
ケ
ア
」
と
は
、
ど
う
い
う
医
療

だ
と
思
い
ま
す
か
？　

私
た
ち
た
ん
ぽ

ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
苦
痛
を
軽
減
し
、

そ
の
人
が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
お
手
伝

い
を
す
る
医
療
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
外
来
・
入

院
・
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
全
て
に
対
応
し

ま
す
。
在
宅
緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
い
て
、

体
調
悪
化
の
た
め
入
院
を
希
望
さ
れ
た

際
に
、
安
心
し
て
入
院
で
き
る
よ
う
、

平
成
十
八
年
開
院
当
初
か
ら
二
十
四
時

間
緊
急
対
応
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
お

り
ま
す
。
入
院
で
の
緩
和
ケ
ア
加
算
と
、

在
宅
で
の
緩
和
ケ
ア
充
実
加
算
を
算
定

す
る
有
床
診
療
所
は
、
東
北
で
は
当
院

だ
け
で
す
。

　

外
来
通
院
中
の
患
者
様
に
は
、
病
状

が
進
ん
だ
際
に
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護

を
勧
め
ま
す
。
普
段
か
ら
の
訪
問
に
よ

り
病
状
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
夜
間
の

急
な
病
状
変
化
に
も
往
診
対
応
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

が
ん
治
療
の
早
期
か
ら
緩
和
ケ
ア
も

受
け
る
こ
と
が
、
治
療
に
有
効
だ
と
い

う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
広
ま
り
、
病
院
で
の

化
学
療
法
な
ど
を
受
け
な
が
ら
当
院
と

併
診
す
る
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
が
ん
や
慢
性
疾

患
の
つ
ら
い
症
状
を
和
ら
げ
、
穏
や
か

に
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
過
ご
し
た
い

と
い
う
、
ご
希
望
に
沿
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

穏
や
か
に
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
た
だ
き
た
い

1・2階/たんぽぽクリニック
泉中央南おひさま訪問看護ステーション
泉中央南おひさま居宅介護支援事業所
3・4階/
サービス付き高齢者向け住宅こもれび

（特定施設）
5階/住宅型有料老人ホームこもれび

仙台市泉区泉中央南14番地
電話：022-772-2181
FAX：022-772-2205

松原　信行 院長
（まつばら のぶみち）

七北田公園

七
北
田
川

清月記

泉
中
央

仙台商業高校

ファミリー
マート

ツルハ
ドラッグ

セブン
イレブン

ユアテック
スタジアム
仙台

たんぽぽクリニック

　
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ん
は
、
有

床
・
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で
あ
り
、

外
来
と
入
院
と
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
全
て

に
対
応
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
地
域

医
療
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
、
さ
ら
に
は
有
料
老
人

ホ
ー
ム
・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
も
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院

で
は
主
に
消
化
器
腫
瘍
の
緩
和
医
療
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
貴
重
な
連
携

先
と
し
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　
引
き
続
き
地
域
の
方
々
に
安
心
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
松
原
院
長

様
、
今
野
事
務

局
長
様
、
た
ん

ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
、
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

仙台循環器病センターより

たんぽぽクリニック複合施設

連携医のご紹介連携医のご紹介

医療法人ならの杜 たんぽぽクリニック

［アクセス］
泉中央駅から徒歩15分

左から、仙台循環器病センター中里副
院長、たんぽぽクリニック松原院長、
仙台循環器病センター八木院長、たん
ぽぽクリニック今野事務局長
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健康と医療に関するお役立ち情報誌

一般財団法人 宮城県成人病予防協会  機関誌ツーバーズ VOL.162

事業所探訪 第43回

日本トーカンパッケージ株式会社 仙台工場 様

エッセイ

連載エッセイ・佐伯一麦 「三病息災」
第44回 「求む！アスベストエッセー」

HEALTH+

生活のヒトコマで気軽に！

ラクトレ 第3回

巻頭
特集

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
看
連
携・薬
薬
連
携

心
不
全
ケ
ア
を
支
え
る

地
域
医
療
の
今
と
こ
れ
か
ら

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
看
連
携・薬
薬
連
携

心
不
全
ケ
ア
を
支
え
る

地
域
医
療
の
今
と
こ
れ
か
ら

たんぽぽクリニック様

TOPICS  連携医のご紹介
　新コーナー！ ／／

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

佐伯一麦
SAEKI Kazumi

　
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
賞
が
昨
年
発
足
し
、
私
も

文
芸
賞
、
エ
ッ
セ
ー
賞
の
選
考
を
務
め
て
い
る
。
主

催
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・

ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾

病
の
本
人
や
家
族
の
全
国
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

ま
た
環
境
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
全
国
的
相
談

窓
口
と
し
て
、
さ
ら
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
・
研
究

団
体
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
発
足
し
た
。

　
私
は
、
作
家
に
な
り
た
て
の
頃
に
電
気
工
と
の
二

足
の
草
鞋
を
履
い
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
曝
露
し
た

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
胸
膜
炎
を
発
症
し
、

作
家
専
業
と
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の

経
験
を
、
初
期
作
品
や
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
を
追
っ
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
石
の
肺
』
な
ど
で
書
い
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
ず
っ
と

情
報
交
換
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
昨
年
の
第
一
回
目
に
文
芸
賞
部
門
に
選
ば
れ
た

の
は
、「
光
る
細
い
棘
」（
方
政
雄
）
と
「
ア
ス
ベ
ス

ト
絵
伝
」（
中
村
千
恵
子
）の
二
作
だ
っ
た
。
前
者
は
、

ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
前
の
前
史
と
、
そ
の
後

に
関
係
者
に
ふ
り
か
か
る
悲
劇
が
、〈
床
は
白
っ
ぽ

い
埃
が
散
ら
ば
り
、
入
口
か
ら
来
る
そ
よ
風
に
タ
ン

ポ
ポ
の
種
の
よ
う
に
踊
っ
て
い
る
。
壁
の
へ
り
に
は

そ
の
綿
毛
が
吹
き
溜
ま
り
、
薄
く
雪
が
積
も
っ
た
よ

う
に
な
っ
て
い
た
〉
と
い
っ
た
具
体
性
を
持
っ
た
物

語
と
し
て
描
か
れ
、
迫
力
が
あ
っ
た
。

　
後
者
は
、
国
の
責
任
を
問
う
た
泉
南
石
綿
訴
訟

が
絵
巻
物
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
、
原
告
や
弁
護

士
の
証
言
や
発
言
と
い
っ
た
、
と
も
す
れ
ば
硬
く
な

り
が
ち
な
内
容
が
、
表
情
も
含
め
た
手
書
き
の
似
顔

絵
と
と
も
に
綿
密
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
ほ
の

か
な
温
か
み
、
ぬ
く
み
と
も
な
っ
て
、
見
て
い
る
側

に
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
だ
っ
た
。

　
文
芸
賞
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
文
芸
作
品
が
対

象
な
の
で
、
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
エ
ッ
セ
ー

賞
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
エ
ッ

セ
ー
を
求
め
て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
作
業
に
関
す

る
も
の
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
の
患
者
、
家
族
、

医
療
者
、
支
援
者
ら
の
日
常
、
闘
病
、
交
流
、
献
身

な
ど
、
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
テ
ー
マ
が
作
品

の
対
象
と
な
り
え
る
。
前
回
の
受
賞
作
で
は
、
教
師

だ
っ
た
祖
父
の
石
綿
被
害
と
闘
病
が
丁
寧
な
筆
致

で
描
か
れ
て
い
く
な
か
に
、
看
護
師
ら
の
支
え
な
ど

医
療
関
係
者
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
現
在
、
第
二
回
の
選
考
の
渦
中
だ
が
、
医
療
事
務

を
し
て
い
る
作
者
が
出
会
っ
た
物
静
か
な
ア
ス
ベ
ス

ト
患
者
を
描
い
た
も
の
や
、
放
射
線
技
師
が
撮
影
で

出
会
っ
た
患
者
に
よ
っ
て
、
苦
し
い
呼
吸
に
寄
り
添

う
と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
鮮
烈
な
経
験

を
描
い
た
も
の
な
ど
、
内
容
の
広
が
り
に
確
か
な
手

応
え
を
覚
え
て
い
る
。
来
年
の
第
三
回
に
は
、
こ
の

『TW
O

 BIRD
S

』
を
目
に
し
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に

何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
方
々
の
応
募
を
切
望
し

た
い
で
す
。

三病息災 第44回

「求む！ アスベストエッセー」

Profile
1959年、宮城県生まれ。1984年、第3回海燕
新人文学賞を受賞して以来、数々の賞を受賞。
代表作は『ショート・サーキット』『ア・ルース・ボー
イ』『遠き山に日は落ちて』『鉄塔家族』『ノルゲ 
Norge』『還れぬ家』（新潮社）、『光の闇』（扶
桑社）、『渡良瀬』（岩波書店）、『空にみずうみ』

（中央公論新社）、『山海記』（講談社）、『麦の
日記帖』（プレスアート）、近刊「ミチノオク」（新
潮社）。仙台市在住。仙台文学館館長。

「柔らかな棘」
（作・撮影　神田美穂）

一般財団法人  宮城県成人病予防協会では、人間ドック・各種健康診断・外来診療を
実施しています。健康診断は個人でも受診いただけますので、生活習慣病が気になり
始めたら、どうぞお気軽にご相談ください。

地下鉄
泉中央駅

七十七銀行

アオキ

泉警察署

イズミティ21 泉区役所

仙台循環器病センター

セルバ

セルバテラス

仙
台
駅西

口
東
口

PARCO

ロフト
ヤマダ電機
LABI 仙台

中央診療所
（アエル内）

青葉通

中央診療所
仙台市青葉区中央一丁目3-1　アエル12階
▶アエル健診ルーム	 TEL.022-375-7113
▶アエルクリニック	 TEL.022-263-4053

仙台循環器病センター
仙台市泉区泉中央一丁目6-12	 TEL.022-372-1111（代）
総合健診センター
▶施設健診	 TEL.022-375-7113
▶巡回健診	 TEL.022-375-7112

中央診療所レディースクリニック
仙台市青葉区中央一丁目3-1　アエル10階
TEL.022-263-4051

健診で安心を。診療で健康を。

　健康診断・人間ドックに関するお申し込みはこちら


